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１ 令和５年司法試験予備試験論文式試験の結果 

本日、法務省大臣官房人事課より、令和５年の司法試験予備試験論文式試験（以下、「予

備試験論文式試験」といいます。）の結果が発表されました。結果は以下のとおりです。 

 

受 験 者：2,562人 

（令和４年：2,695人、令和３年：2,633人、令和２年：2,439人、

令和元年：2,580人） 

採点対象者：2,544人 

（令和４年：2,679人、令和３年：2,619人、令和２年：2,428人、

令和元年：2,566人） 

合 格 点：245点以上 

（令和４年：255点以上、令和３年：240点以上、令和２年：230点以上、

令和元年：230点以上） 

合格者数：487人 

（令和４年：481 人、令和３年：479 人、令和２年：464 人、

令和元年：494人） 

合 格 率：約 19.14％ 

（令和４年：約 17.95％、令和３年：約 18.29％、令和２年：約 19.11％、

令和元年：約 19.25％） 

※ 合格率は、採点対象者に占める合格者数の割合で算出しています。 

 

２ データから見る司法試験予備試験論文式試験 

まず、最も注目の集まる合格者数についてですが、令和元年からの推移をみると、494

人（令和元年）→464 人（令和２年）→479 人（令和３年）→481 人（令和４年）となっ

ており、450人以上 500人未満の間に収まっていますが、今年もこの幅に収まる 487人と

なり、例年どおりの水準といえるでしょう。 

次に、合格率（採点対象者数に占める合格者数の割合）についてですが、これも令和

元年からの推移をみると、約 19.25％（令和元年）→約 19.11％（令和２年）→約 18.29％

（令和３年）→約 17.95％（令和４年）となっており、おおむね 17％後半～19％前半の

割合に収まっていますが、今年もこの幅に収まる約 19.14％となりました。司法試験短答

式試験よりも科目数が多い予備試験短答式試験を突破した優秀な受験生であっても、予

備試験論文式試験を突破できるのはおよそ５人に１人であり、非常に厳しい試験である

ことを物語っています。 

なお、昨年（令和４年）から論文式試験の科目が変更されました（一般教養科目がな



くなり、新たに選択科目が追加されました）。もっとも、合格者数や合格点にはさほど影

響を与えていないものと思われます。 

 

３ 予備試験合格者数が 500人を超えなかった理由について 

これについては、①司法試験の受験資格を得るためのルートについては、あくまで法

科大学院ルートがメインであって、予備試験ルートはバイパスにすぎないという位置付

けを明確にすること、②予備試験合格者数を増加させてしまうと、法科大学院制度その

ものが立ち行かなくなるため、法科大学院制度を守るためにも、予備試験合格者数を大

幅に増加させるわけにはいかないこと、③司法試験の合格者数が約 1,400～1,700人で推

移していることを踏まえると、予備試験の合格者数を大幅に増やすことはできないこと

等が考えられます。 

 

４ 司法試験予備試験の論文式試験に合格するためには 

論文式試験の合格率は、短答式試験を突破した受験生にとっては約 17％後半～19％前

半と決して高いものではなく、難関試験ですが、〔設問〕の題意を正しく把握できる学力

を身に付け、判例や条文の知識・制度趣旨に基づいた論理的な論述をすることができれ

ば、必ず合格することができます。これは、司法試験予備試験の論文式試験に限らず、

口述試験や、司法試験の論文式試験でも同じことがいえます。 

司法試験予備試験は、平成 23 年から始まり、令和５年まで 13 年分の過去問の蓄積が

あります。したがって、まずはこの 13年分の過去問をしっかりと分析し、実際に解いて

みるところから始めましょう。 

なお、一般教養科目の過去問を検討する必要はありませんが、選択科目の対策に当た

っては、予備試験では昨年分しか蓄積がないことに加え、予備試験合格後も司法試験を

受験することを踏まえると、司法試験の過去問を解くのが最も効率的だといえるでしょ

う。 

また、具体的にどのような答案を作成すれば合格ラインに到達するのかという、いわ

ば相場観を身に付けるためには、再現答案の分析が必要不可欠です。ＬＥＣも予備試験

受験生向けの再現答案集（『司法試験＆予備試験 論文過去問 再現答案から出題趣旨を

読み解く。』）を出版しておりますので、是非、これを活用して、合格答案の論述の流れ

を習得してください。 

ゼロから始める方は、入門講座を活用して欲しいところです。また、予備試験論文式

試験の答案練習会には是非とも参加し、答案を書いて、合格者に見てもらうことは必ず

行うようにしましょう。本番さながらの実戦訓練を日頃から積み重ねることが試験対策

上最も有意義であることは、誰もが認めるところです。 

 

５ おわりに 

予備試験合格の事実が大手法律事務所、外資系法律事務所等の就職活動において極め



て大きな威力を発揮することも併せて考えると、大学在学中の皆さんに限らず、法科大

学院在学中の皆さんも、予備試験合格を目指し、これを突破して司法試験に最終合格す

ることができれば、将来の選択肢も大いに増えるのではないかと思います。 

皆さんの日々の努力が結ばれることを祈念しています。 

 以 上 


